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グローバルな人材を育てるために、 

英語４技能を身につけるための 

大学入試の抜本改革が必要だった。 

日
本
人
の
英
語
力 

ア
ジ
ア
で
も
低
位 

岩
井 

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、

２
０
２
０
年
度
入
試
か
ら
導
入
さ
れ

る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
。
英
語
試

験
で
は
、
「
読
む
」
「
書
く
」
「
聞
く
」

「
話
す
」
の
４
技
能
が
問
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

 

長
岡 

年
間
50
万
人
以
上
が
受
験

す
る
共
通
テ
ス
ト
で
、
新
た
に
「
話

す
」「
書
く
」
の
評
価
を
独
自
に
実
施

す
る
に
は
莫
大
な
コ
ス
ト
、
時
間
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
や
英

検
な
ど
の
外
部
の
民
間
試
験
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。 

 

岩
井 

た
だ
、
民
間
試
験
を
採
用
す

る
こ
と
に
は
賛
否
が
あ
り
、
東
大
や

京
大
は
そ
の
導
入
を
見
送
る
そ
う
で

す
ね
。 

 

長
岡 

初
年
度
と
な
る
２
０
２
０
年

度
入
試
で
は
、
東
大
、
京
大
と
も
に

「
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
セ
フ
ァ
ー
ル
）
基
準

の
Ａ
２
レ
ベ
ル
以
上
＝
英
検
２
級
～

準
２
級
程
度
」
を
出
願
資
格
と
し
、

民
間
試
験
の
成
績
の
提
出
は
必
須
と

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、 

   

わ
れ
て
い
な
い
結
果
、
中
・
高
で
の

英
語
授
業
や
受
験
生
の
意
識
も
２
技

能
中
心
の
ま
ま
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
を
育
て
る
た
め
に
は
、
大
学
入
試

の
抜
本
改
革
が
必
要
だ
っ
た
。 

 

岩
井 

製
造
業
の
海
外
移
転
や
外
国

人
労
働
者
、
観
光
客
の
増
加
な
ど
を

背
景
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
長
岡 

学
校
教
育
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
英
語
を
重
要
科
目
と
位
置
付
け
て

き
た
も
の
の
、
わ
が
国
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ
ス
コ
ア
で
世
界
30
位
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
ス
コ
ア
で
世
界
41
位
。
ア
ジ
ア
諸

国
の
中
で
も
低
位
に
あ
る
ん
で
す
。 

                    

岩
井 

大
学
入
試
は
ペ
ー
パ
ー
テ
ス

ト
が
中
心
で
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
も

リ
ス
ニ
ン
グ
問
題
が
出
さ
れ
る
程

度
。
「
読
む
」
「
聞
く
」
の
２
技
能
し

か
問
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
し
わ
寄
せ

と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

長
岡 

そ
う
な
ん
で
す
。「
出
口
」
に

あ
た
る
大
学
入
試
で
２
技
能
し
か
問 

       

mail@iwai-y.jp 

今回の入試英語改革の影響は、 

大学受験をどうするかといった 

目先の問題にとどまらない。 

事務所連絡先 〒270-1515 印旛郡栄町安食台 2-26-23-202 

℡0476-36-7799 fax0476-36-7802 

http://www. iwai-y.jp 

 

岩
井 

各
級
の
学
校
で
も
、
英
語
教

育
の
改
革
が
進
め
ら
れ
る
と
聞
き
ま

し
た
。 

 

長
岡 

２
０
１
８
年
度
よ
り
、
小
３

以
上
の
英
語
活
動
が
必
修
化
。
小

５
・
６
は
英
語
が
正
式
教
科
に
格
上

げ
さ
れ
、
従
前
と
比
較
し
授
業
数
が

３
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

校
英
語
に
つ
い
て
は
２
０
２
０
年
度

よ
り
、
英
語
で
発
表
や
討
論
す
る
授

業
へ
と
移
行
し
ま
す
。 

 

岩
井 

う
ち
の
長
男
は
現
在
高
２

で
、
ぎ
り
ぎ
り
現
行
入
試
制
度
で
の

大
学
受
験
と
な
り
、
わ
が
家
で
は
「
何

と
か
現
役
合
格
し
な
け
れ
ば
」
と
口

を
揃
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

回
の
入
試
改
革
の
影
響
は
そ
ん
な
目

先
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

長
岡 

そ
の
通
り
で
す
ね
。
大
学
入

試
で
英
語
４
技
能
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
受
験
生
、
保
護
者
、
官
民

の
教
育
関
係
者
の
意
識
が
一
変
し
、

「
話
す
」「
書
く
」
に
力
が
注
が
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本

人
の
多
く
が
、
実
践
英
語
を
身
に
つ

け
る
時
代
は
そ
う
遠
く
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

岩
井 

ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
発
売
を

契
機
に
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
、
多
く

の
人
が
使
い
こ
な
す
よ
う
に
な
っ
た

の
と
同
様
に
、
今
回
の
大
学
入
試
改

革
に
よ
り
、
わ
が
国
で
も
実
践
的
な

英
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
普
通
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
世
界
と
の
垣
根
が
な
く
な
り
、

共
通
語
と
し
て
の
英
語
の
必
要
性
が

高
ま
る
中
、
来
た
る
べ
く
し
て
来
た

入
試
改
革
だ
と
言
え
ま
す
。 

    

千
葉
県
議
会
議
員  

岩
井 

泰
憲 

１
９
７
０
年
生
ま
れ 

早
大
院
修
了
。
印
西

市
内
の
学
習
塾･

京
葉
ア
カ
デ
ミ
ー
で
教
鞭

を
と
っ
た
他
、
成
田
市
内
に
て
英
会
話
教
室

を
運
営
す
る
等
、
民
間
教
育
機
関
で
の
勤
務
、

指
導
経
験
は
計
１
５
年
に
及
ぶ
。 

京
葉
ア
カ
デ
ミ
ー  

長
岡 

悦
三
郎 

（株）
Ｋ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
取
締
役
。
印
西
市

内
を
中
心
に
、
進
学
塾
「 

京
葉
ア
カ
デ
ミ

ー 

」
、
大
学
受
験
「 

河
合
塾
マ
ナ
ビ
ス 

」
、
英

語
専
門
教
室
「 

ス
ー
パ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ 

シ

ュ 

」
な
ど
の
校
舎
を
展
開
。 

  
 

 

1位　カナダ（833点）

2位　ドイツ（789点）

3位　スイス（783点）

19位　韓国（679点）

35位　中国（586点）

TOEICスコア 世界ランキング

（日本経済新聞 2017年11月27日）

41位　日本（516点）

激変する大学入試英語

◆2020年～2023年度入試

　センター試験に代わる「大学入試共通テスト」へ

　英語の試験は次のいずれか、または両方を選択

　　□4技能資格検定試験（GTEC、英検など）

　　□従来通りの共通テスト

  　　（マークシート形式、「読む」「聞く」の2技能）

◆2024年度入試～

　英語はマークシート式共通テストが廃止され、

　英語４技能資格・検定試験に一本化

大
学
入
試
改
革
と

そ
の
影
響
を
語
る

英
語
４
技
能
試
験

導
入
見
送
り
に
な
る
の
も
最
大
で
２

０
２
３
年
度
入
試
ま
で
。
２
０
２
４
年

度
入
試
か
ら
は
４
技
能
を
測
る
民
間

試
験
に
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

２
０
２
０
年
度
（ 

２
０
２
１
年
１
月

実
施 

）入
試
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に

代
わ
り
実
施
さ
れ
る
「 

大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト 

」
。
中
で
も
新
た
に
導
入
と

な
る
英
語
４
技
能
テ
ス
ト
は
、
わ
が
国

英
語
教
育
を
一
変
さ
せ
る
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
と
な
り
ま
す
。 

４
技
能
を
問
う
民
間
試
験
を
導
入 

日
本
社
会
を
変
え
る
一
大
転
機
に
な
る 

mailto:mail@iwai-y.jp
mailto:iwai-yasunori@dream.jp


                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

県による被保険者数推計が実数とかけ離れて

いた事により、市町村がその差額分の負担を強い

られてきた国保事業費納付金。岩井は県議会にて

その改善を求めてきましたが、３１年度より同納付

金の算定方法が見直され、栄町で８千５百万円、印

西市で５千４百万の大幅減となる事がわかりまし

た。 

 

●  

横断歩道上での交通事故が絶えない中、「見

えない横断歩道」の問題については、いわちゃ

んポスト 2月号にて取り上げたところです。 

車両は、横断待ちの歩行者がいる場合に横断

歩道の手前で停止しなければなりませんが、肝

心の横断歩道が摩耗してしまい、見えない・見

えにくい状態のものが少なくありません。歩行

者の通行が多い駅前や児童・生徒の利用が多い

通学路でさえ、管理が行き届いていない、消え

かかった横断歩道が散見されるのです。 

県警が実施した県内横断歩道の一斉点検で、

昨年 8月末時点で点検を終えていた 1万 3千か 

 

 

 

●被保険者数の推計誤差 市町村にしわ寄せ 

これまで国 

民健康保険 

（市町村国保） 

は、市町村が 

個別に保険給 

付費を決定し、 

住民から徴収 

した保険料に 

てまかなって 

きました。し 

かし、「年齢構成が高く、医療費水準が高い」「所

得水準が低く保険料負担が重い」等の構造的課題

を抱える市町村が少なくなく、自治体単独での運

営が行き詰まる事に。そこで今年度から実施とな

ったのが、財政運営の主体を県へと移管する国保

広域化。県が決定した国保事業費納付金（国保負

担金）を市町村から徴収する一方、保険給付に必

要な費用を県が支払う事により、市町村国保財政

の安定化が図られたのです。 

ところで、この国保事業費納付金の額は、県が

市町村ごとの医療費水準や所得水準等により決

定する事になっています。しかし、中でも重要な

要素となる被保険者数推計値に大きな誤差が生

じ、市町村が過分な負担を求められていたのです。  

栄町の例で言えば、30 年度の実際の被保険者

数が 5,861人であったところ、県による推計被保 

 

 

歩行者の安全を脅かしかねない、見えない横

断歩道。県警は横断歩道の総点検を完了し、年

度内に、全県で補修が必要な 3,500 か所のうち

2,100 か所、印西市、栄町で補修が必要な計

87か所のうち 48 か所の補修を終えるとしています。  

 

●県内横断歩道の 16％、3,500 か所が「要補修」  

岩井は 2月県議 

会・予算委員会に 

て、見えない横断 

歩道の問題を改め 

て指摘するととも 

に、補修が必要な 

横断歩道の実態と 

その取り組み状況 

を確認。県によれ 

ば、昨年 12月までに県内 2 万 1,940 か所の横

断歩道の総点検を完了。そのうち摩耗等により

著しく見えにくくなっているなどして、「要補

修」とされた横断歩道は計 3,500 か所とのこ

と。30 年度当初予算と 9 月補正予算であわせ

て 2億 1千万円余りを計上し、年度内に横断歩

道 2,850か所を補修するとしていましたが、信

号機のない横断歩道の手前に標示し、ドライバ

ーに注意を喚起する「ダイヤマーク」の整備に

も予算を充てたことから、年度内に行う横断歩

道補修は 2,100か所にとどまる一方、未補修と

して残る 1,400の横断歩道は、31年度の早い 

険者数は 6,271人。栄町には 5,861人分の保険料

収入しかないのに、県からは 6,271人分の国保事

業費納付金の支払いを求められ、結果、町が不足

する 410 人分の保険料の負担を強いられていた

事になるのです。 

 

●印西市 41 か所、栄町 7か所 年度内補修 

一方、印 

西市内で補 

修が必要な 

77か所の 

うち年度内 

補修は 41 

か所。同じ 

く栄町内 10 

か所のうち年度内補修は 7か所となっており、

やや印西市内の対応が遅れている状況です。 

 また、印西市、栄町内の「補修必要横断歩道

リスト」を確認しましたが、これ以外にも見え

にくくなっている横断歩道はありそうです。身

近に見えにくいと感じる横断歩道を見つけま

したら、岩井までお知らせください。個別にし

っかり対応させていただきます。 

 

 

被保険者数推計に誤差が生じた理由

被保険者数 伸び率

25年 3266万人 ▲1.3％
26年 3215万人 ▲1.5％
27年 3146万人 ▲2.2％
28年 3048万人 ▲3.1％

被保険者数

の減少率は、

年々大きく

なっている。

直近過去3年度分の伸び率（減少率）から予測

したものの、予測値以上に被保険者数が減少。

31年度からはより直近の伸び率を採用

●栄町８千５百万円大幅減、印西市でも５千４百万円減  

9月に続きこの問題をとりあげた 2月の県議会

では、県が被保険者数の推計方法を大きく見直し

た事が明らかに。被保険者数の減少率が年々大き

くなっている事を考慮し、伸び率（減少率）を過

小評価する事がないよう、前年度からの単年度伸

び率を使う事にしたというもの。結果、県内被保

険者数は、30年度 147.7万人から 31年度 137.3

万人へと実に 5.7％の大幅減。言い換えれば、30

年度は各市町村が 6％近くも余分に、国保事業費

納付金を負担していた事になるのです。 

栄町では、6,271人とされていた推計被保険者

数が 31年度 5,824人と前年度比 447人減。負担

する国保事業費納付金は8千5百万円余りの減と

なり、被保険者数 1人あたりでは 5,464円の大幅

な減少です。また、印西市も同様に被保険者数が

549人減、国保事業費納付金は 5千 4百万円余り

の大幅減となっています。 

この国保事業費納付金に関わる推計被保険者

数は、県内各自治体に関わる大きな問題。32 年

度以降についても引き続き注視してまいります。 
 

続報

ダイヤマーク 

補修必要
箇所数

年度内
補修箇所数

印西市 77 41

栄町 10 7

印西市・栄町の横断歩道補修状況

30年度末、県警交通規制課による

横断歩道数
補修必要
箇所数

年度内
補修箇所数

2万1,940 約3,500 約2,100

県内の横断歩道補修状況

30年度末時点、県警・交通規制課からの聞き取りによる

所の横断歩道のうち、著しく摩耗し見えづらい

ものは約 1,700 か所。実に全体の 13％にも上

っていました。 

 

うちに補修するとしています。 

  

1970年生まれ 49 歳 2 期目現職。 

専修大卒、早稲田大学大学院  

政治学研究科修了。 

 

千葉県議会議員 岩井やすのり 
 

「いわちゃんポスト」を毎月 

発行し、印西市・栄町内の各 

駅頭にて配布。 
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